
 

 

 

 

 

 

 

前回の学級だよりで、「小学部の進路指導で大切に

したいこと」について、取り上げました。その際、

「この部分も伝えたい！」というところがありました

ので、今回、お伝えしたいと思います。 

お伝えしたいポイントは、２つです。 

 

 

 

 学校や家庭で役割を果たすことは、社会参加と自立 

のための基盤となるものです。誰かのために行動す

る、誰かの役に立つことは、今後、「働く」ことを考

えるときにとても大切になってきます。そのため、は

じめは家庭や学級という小さな集団での役割から、学

部や学校全体、社会と少しずつ大きな集団への役割へ

と広がっていけるように、学校でも係活動や児童会活

動に取り組んでいきたいと思います。ぜひご家庭で

も、食器を運ぶ、カーテンを開けるなど、できること

から始めていただければと思います。 

 

 

 

 お住いの地域にどのような福祉に関する関係機関があるのかの情報を知ることは大切です。まずは、『進路の

手引き』や各市町村が発行しているガイドブック（南相馬市は【就労支援事業所ガイドブック】、相馬市は【就

労支援ガイドブック】）をご覧ください。なお、興味関心のある事業所などがありましたら、保護者の方が直接

事業所に連絡をして見学することもできますので、よろしくお願いします。 

 

 

【小学部 進路のおはなし③】 

進路のおはなし② 

 

～「進路の手引き：小学部の進路指導で大切にしたいこと」②編～ 

係やお手伝いは社会の一員と 
して働くスタートになる ① 

 

② 

 

まずは地域の福祉機関の場所
を確認しましょう！ 


